
第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名 課題別 PT防災・地域安全 開催回 第１回 

開催日 平成２１年７月２日（木）１６：００～１７：３０ 

出席者 区民 ３名 職 員 ３名 

課題別PT

テーマ 

・明確な課題に対し地域の関連諸団体と連携し、シンポジウム、勉強会等を

主催します。 
・より多くの方が緊急時、対応できるようにＡＥＤ操作方法、救急救命法の

普及を継続していきます。 
 

①工学院大学と花園小学校区域の町会が連携する防災訓練への参加 
決定事項 

②救急救命法講習会の開催 

会議内容 

主な意見 

●今年度活動計画について  
１「四谷地区防災訓練 地域点検マップの作成」の普及 
  
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本年度、新宿区の助成により工学院大学と花園小学校区域の町会が連携し

て地域の防災上の課題について考えるワークショップが開催される。 
ワークショップでは地域点検マップを作成し、地域課題の整理を試みるこ

とが決定された。 

課題別 PTの活動として・・・ 
来年度以降、四谷第６小学校、四谷小学校区域の地域点検マップを作成す

るにあたり、避難所運営協議会のオブザーバー的役割を担い、四谷全域の

防災上の課題を点検する地域の意識を高めていく。 
また、今回の結果を地域にどのように周知していくかを検討課題とする。 

参加予定活動 
第１回活動 ※防災ワークショップ ・・・協力 工学院大学 
７月２６日（日）９：００ 地域センター１１階集合 
 
第２回以降の活動予定 
９月中旬 図上実演訓練 （予定） 
１１月２９日（日）防災訓練（実地） 
１２月中旬 反省会（来年度に向けた課題の考察） 
 

裏面に続く 



※おしらせ※  
次回の会議は、９月中旬に７月のワークショップで検討した図面を確認します。 
日程決定は工学院大学の作業状況によりますので、あらためてご連絡いたします。 

【活動計画について主な意見】 
・社会福祉協議会の取り組む災害ボランティアセンター運営の活動が避難所開

設時にどのように関わるかを、訓練時にも参加してもらうことが必要であると

思う。 
・地域事業所の倒壊時の対応、帰宅困難者の受け入れ等のしくみなど、現実問

題でわからないことが多い。またパニック時の共助がどの程度のものか疑問に

感じる。そのためにも、多角的な視点で防災訓練に挑む必要性も感じる。 
・防災ワークショップには、PTメンバーに参加を呼びかける。 
 
他 意見 
・効果的な家具の転倒防止についても今後周知していきたい。 
 家が倒壊しなくても家具の下敷きになってしまう危険を回避するための 
対策（自助）。 

・富久町のさくら公園のように、緊急時の避難所として活用できる公園がもっ

と地域に増えて欲しい。（今後整備される新宿公園がそのようになるとよい

と思う。） 
・実際に体育館に避難した場合、高齢者が奥に追いやられることが多いと聞い

ている。高齢者が遠慮してトイレ回数を減らそうとする。そのため水分を摂

取しなくなり、容態が悪くなる。避難所の区画割案を考えることも大切だと

思う。 
・いわゆる災害弱者の方（高齢者、病気療養中の方）の避難誘導方法に常日頃

から気を配り対応策を検討していきたい。 
  
２ 救命救急講習会について 
  ・実行委員会方式について 

     協議会会内で協力できる委員を募集する。 

   ・日程について 

９月下旬～１０月上旬に開催 

 ・参加者負担金額について 

テキスト代金１４００円のうち４００円参加者負担 

（新宿区の他の協議会の参加料金負担額に足並みを揃える。） 

 ※講習会の企画に関しては実行委員長として野澤委員を推薦。 

 

次回日程 ７月２６日（日）防災ワークショップ参加 


